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回 
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時
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・
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時
評
議
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会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

平
成
28
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

事業実績前年度対比
平成27年度  決  算  概  要

（１）

　　定時評議員会

平成26年度

4,414人

2,191人

6,605人

2,482人

136,100千円

973,584千円

192,681千円

1,302,365千円

37.6%

平成27年度

3,681人

1,845人

5,526人

2,566人

139,281千円

1,028,478千円

197,777千円

1,365,536千円

46.4%

対前年度比

83.4%

84.2%

83.7%

103.4%

102.3%

105.6%

102.6%

104.9%

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理
労働者派遣事業等受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,365,535,850

162,232,840
1,228,534

54,131
42,409

627,000
70,665,448

0
19,852

1,600,406,064
1,560,651,475

36,911,650
1,597,563,125

2,842,939
0
0
0
0
0
0

2,842,939
198,681,308
201,524,247

（単位：円）
（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
平
成
28
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
31

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
５
件
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の

附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
27
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
外
部
委
員
（
補
欠
）

の
選
任
に
つ
い
て

④
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑤
平
成
28
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び

場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定

に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
平
成
28
年

度
第
１
回
臨
時
理
事
会
が
６
月
28
日
に
開
催
さ

れ
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
定
時
評
議
員
会
】

①
平
成
27
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

　
②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
第
１
回
臨
時
理
事
会
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

の
指
針
で
あ
る
５
年
間
の
「
第
２
期
基
本
計
画
」

の
１
年
目
で
あ
り
、
そ
の
新
た
な
基
本
計
画
を

も
と
に
作
成
し
た
「
平
成
27
年
度
実
施
計
画
」

を
効
率
的
、
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
会

員
と
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
事
業
展

開
に
努
め
た
結
果
、
契
約
金
額
は
前
年
度
に
比

べ
4.9
％
の
増
加
と
な
り
、
４
期
連
続
で
過
去
最

高
額
を
示
し
、
就
業
実
人
員
も
3.4
％
増
加
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
川
崎
市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
２
年

目
と
な
る
葬
祭
場
運
営
事
業
を
実
施
し
、
南
部

斎
苑
と
大
規
模
改
修
工
事
中
の
北
部
斎
苑
の
円

滑
、
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
登
録
会
員
数
の
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
平
成
27
年
度
会
員
動
向
調
査
」
の
実
施
に
伴

う
退
会
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

事
業
報
告

充実した設備の多目的室

KIOSKの端末の説明をする浮穴会員

利用者に応対中の関会員

宮
前
地
区
会
館
を
訪
ね
て

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　今
回
は
宮
前
区
の
馬
絹
交
差
点
そ
ば
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
「
宮
前
地
区
会
館
」
で
働
く
中
部
事
務
所

の
会
員
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
宮
前
地
区
会
館
と
は

　
宮
前
区
の
障
が
い
者
福
祉
拠
点
施
設
と
宮
前
地
区
会
館

が
合
築
し
た
「
ま
じ
わ
ー
る
宮
前
」
内
の
１
階
に
あ
り
ま

す
。
従
来
の
場
所
か
ら
移
転
し
て
今
年
１
月
に
開
所
し
た

ば
か
り
の
新
し
い
施
設
で
す
。

　○
地
域
交
流
の
促
進

　○
文
化
教
養
の
向
上
を
目
指
す
活
動

　○
福
祉
の
促
進

な
ど
様
々
な
市
民
活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
館
に
は
会
議
室
が
３

室
、
多
目
的
室
１
室
、
和

室
１
室
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
利
用
申
込
は
火
曜
日

と
金
曜
日
の
10
時
か
ら
12

時
ま
で
。
非
営
利
で
活
動

す
る
団
体
や
個
人
に
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
数
は
１
月
は
千

人
程
度
で
し
た
が
４
月
は

三
千
人
近
く
ま
で
増
え
、

近
隣
住
民
の
方
々
に
施
設

の
存
在
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
会
館
の
業
務
は
宮
前
区
役
所
か
ら
の
依
頼
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
管
理
業
務
は
、
施
設
の
管
理
は
も
と
よ
り
、
会
館
の
備

品
（
ブ
ル
ー
レ
イ
・ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
・ 

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ

カ
セ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・

ス
ク
リ
ー
ン
等
）
の
貸
出

（
無
料
）
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
会
館
に
は
、 

Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｓ
Ｋ （
川
崎
市
行
政
サ

ー
ビ
ス
端
末
）
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
住
民
票
や
印

鑑
証
明
、
謄
本
な
ど
の
取

得
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

●
ど
ん
な
お
仕
事
？
①
　施
設
管
理
業
務

　
会
員
の
浮
穴
（
う
け
な
）
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
会
員
６
人
で
シ
フ
ト
を
組
ん
で
行
っ
て
い
ま

す
。
朝
８
時
か
ら
夜
の
９
時
半
ま
で
の
３
交
代
制
で
す
。

ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
皆
が
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
就
業
時
は
１
人
な
の
で
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

貸
出
備
品
の
故
障
も
度
々
あ
り
ま
す
し
、 

Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
利

用
者
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
大
変
で
す
が
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
お
仕
事
？
②
　受
付
業
務

　
会
員
の
関
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
週
２
回
あ
る
会
館
利
用
者
か
ら
の
利
用
申
込
時
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
会
話
す
る
事
が
楽
し
い
で
す
。
ま

た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
部
屋
か
ら
オ
カ
リ
ナ
や

民
謡
な
ど
が
聞
こ
え
て
く
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　
施
設
が
新
し
く
な
っ
て
利
用
で
き
る
部
屋
も
増
え
、
以

前
よ
り
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
宮
前
地
区
会
館
は
宮
崎
台
駅
か
ら
徒
歩
15
分
、
宮
前
平

駅
か
ら
は
バ
ス
利
用
で
や
や
不
便
な
場
所
に
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
は
確
実
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
取
材
時
も
関
会
員
の
仕

事
ぶ
り
を
見
て
、
利
用
者

の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
頑

張
り
も
会
館
利
用
者
増
加

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
　

取
材
：
会
報
編
集
委
員

秋
山 

勝
行

配分金支払日のお知らせ

７月分

８月分

９月分

８月25日 ㈭

９月26日 ㈪

10月25日 ㈫

７月分から９月分の配分金支払日は
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

人 事 異 動

【退　　任】　（５月31日）
・次　長　　　山　崎　和　映
【新　　任】　（５月１日）
・南部事務所　足利谷　美奈子　
　　　　　　　（６月１日）
・中部事務所
　主　査　　　荒　金　　　剛
【異　　動】　（６月１日）
・次　長　　　福　井　和　彦
・南部事務所
　副所長　　　青　木　敏　之　
・経営課主査　近　藤　孝　夫



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

〇
最
優
秀
作
品

   「
気
を
つ
け
よ
う
　

　
　

さ些 

さ
い細

な
見
落
と
し  

事
故
を
呼
ぶ
」

　
　
　
　
　
小
塚
　
　
守
　
北
部
会
員

　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。
　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努め
ましょう。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
　 また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

平成27年度  事 故 状 況 分 析 (件数・割合）

0

5

10

15

20

25

地
域
班
だ
よ
り

（３） （２）

地域班全体会議の様子

　
５
月
31
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
長
か
ら
、「
地
域
班
の
活
動
は
地

域
に
根
差
し
た
活
動
で
、
特
に
普
及
啓
発
活
動
な
ど
は
市

民
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
班
班
長
を

中
心
に
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
会
議
の
議
事
と

し
て
は
、
平
成
27

年
度
の
地
域
班
活

動
と
し
て
、
各
事

務
所
か
ら
、
地
域

班
会
議
の
開
催
状

況
、
チ
ラ
シ
配
布

活
動
及
び
普
及
啓

発
活
動
の
参
加
報

告
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
地
域
班

に
よ
る
チ
ラ
シ
配

布
は
、
全
市
で
約

３
万
３
千
戸
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
（
金
）、
第
１

回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め

に
委
員
長
で
あ
る
小
島
事
務

局
長
か
ら
、「
不
注
意
に
よ

る
事
故
が
大
変
多
い
。
こ
の

事
故
を
減
ら
し
て
い
く
べ

く
、
会
員
に
安
全
就
業
の
意

識
を
高
め
て
い
く
た
め
の
方

策
を
検
討
・
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
題
は
、 

①

平
成
28
年
度
「
安
全
標
語
」
の
選
考 

②
平
成
27
年
度
の

委
員
会
及
び
事
務
所
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
平
成
27

年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
等
で
し
た
。

　「
安
全
標
語
」
は
17
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員
会
で

厳
選
に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
一
作
品
、
優
秀

が
二
作
品
、
佳
作
が
三
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
２
件
減
少
の
23
件
と
報
告
さ
れ
、
事
故
内
容
の
分
析

と
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
27
年
度
事
故
状
況
の
分
析
」

の
と
お
り
で
、
賠
償
事
故
は
半
減
し
た
も
の
の
、
傷
害
事

故
は
増
え
ま
し
た
。

◎
平
成
28
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
平
成
28
年
度 
第
１
回

　
　
　
　
　
地
域
班
全
体
会
議
開
催

◎
安
全
標
語

〇
優
秀
作
品

　「
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
点
検
、
二
に
確
認
」

　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
友
一
　
中
部
会
員

　「
見
過
ご
す
な
　
無
理
・
無
視
・
油
断
が

　
事
故
を
呼
ぶ
」

古
口
　
　
宏
　
北
部
会
員

〇
佳
作
作
品

　「
安
全
を
　
誓
う
心
の
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

大
場
　
兼
三
郎
　
南
部
会
員

　「
無
理
し
な
い
　
あ
わ
て
な
い
心
が

　
事
故
を
防
ぐ
！
」

森
本
　
　
訓
　
中
部
会
員

　「
侮
り
の
　
心
の
隙
間
に
　
事
故
潜
む
」

外
山
　
武
史
　
北
部
会
員

①事故内訳

傷害事故
17件

（74%）

賠償事故
6件

（26%）

男性
14人

（61%）

女性
9人

（39%）

②年齢別内訳

70～74歳
8人

（35%）

75歳以上
7人

（30%）

65～69歳
8人

（35%）

60～64歳
0人

（0%）

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

（年度）2723

傷害事故

賠償事故

24 25

④傷害事故内訳

転倒
12件

（70%）

交通事故
1件

（6%）

熱中症
1件

（6%）

③男女別内訳

飛来・落下
1件

（6%）

無理な
動作
1件

（6%）

はさまれ
1件

（6%）

落下して
損壊
2件

（33%）

飛散させた
もので損壊

1件
（17%）

用具を
接触させて損壊

2件
（33%）

倒して損壊
1件

（17%）
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安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

熱 中 症 の 予 防 に つ い て

〇
最
優
秀
作
品

   「
気
を
つ
け
よ
う
　

　
　

さ些 

さ
い細

な
見
落
と
し  

事
故
を
呼
ぶ
」

　
　
　
　
　
小
塚
　
　
守
　
北
部
会
員

　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。
　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努め
ましょう。
● 「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。
● 「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。
● 屋外では帽子をかぶり、直射日光を避けましょう。
　 また、熱を吸収しやすい服装は避けるようにしましょう。
● 体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。
● 複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

平成27年度  事 故 状 況 分 析 (件数・割合）
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地
域
班
だ
よ
り

（３） （２）

地域班全体会議の様子

　
５
月
31
日
（
火
）、
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
長
か
ら
、「
地
域
班
の
活
動
は
地

域
に
根
差
し
た
活
動
で
、
特
に
普
及
啓
発
活
動
な
ど
は
市

民
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
班
班
長
を

中
心
に
着
実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
会
議
の
議
事
と

し
て
は
、
平
成
27

年
度
の
地
域
班
活

動
と
し
て
、
各
事

務
所
か
ら
、
地
域

班
会
議
の
開
催
状

況
、
チ
ラ
シ
配
布

活
動
及
び
普
及
啓

発
活
動
の
参
加
報

告
等
が
あ
り
ま
し

た
。

　
な
お
、
地
域
班

に
よ
る
チ
ラ
シ
配

布
は
、
全
市
で
約

３
万
３
千
戸
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
６
月
24
日
（
金
）、
第
１

回
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め

に
委
員
長
で
あ
る
小
島
事
務

局
長
か
ら
、「
不
注
意
に
よ

る
事
故
が
大
変
多
い
。
こ
の

事
故
を
減
ら
し
て
い
く
べ

く
、
会
員
に
安
全
就
業
の
意

識
を
高
め
て
い
く
た
め
の
方

策
を
検
討
・
推
進
し
て
い
き

た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
議
題
は
、 

①

平
成
28
年
度
「
安
全
標
語
」
の
選
考 

②
平
成
27
年
度
の

委
員
会
及
び
事
務
所
対
策
会
議
の
事
業
報
告 

③
平
成
27

年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
等
で
し
た
。

　「
安
全
標
語
」
は
17
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員
会
で

厳
選
に
選
考
し
た
結
果
、
最
優
秀
作
品
が
一
作
品
、
優
秀

が
二
作
品
、
佳
作
が
三
作
品
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
２
件
減
少
の
23
件
と
報
告
さ
れ
、
事
故
内
容
の
分
析

と
対
策
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
27
年
度
事
故
状
況
の
分
析
」

の
と
お
り
で
、
賠
償
事
故
は
半
減
し
た
も
の
の
、
傷
害
事

故
は
増
え
ま
し
た
。

◎
平
成
28
年
度 

第
１
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
開
催
　
　

◎
平
成
28
年
度 

第
１
回

　
　
　
　
　
地
域
班
全
体
会
議
開
催

◎
安
全
標
語

〇
優
秀
作
品

　「
事
故
０
（
ゼ
ロ
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
一
に
点
検
、
二
に
確
認
」

　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
友
一
　
中
部
会
員

　「
見
過
ご
す
な
　
無
理
・
無
視
・
油
断
が

　
事
故
を
呼
ぶ
」

古
口
　
　
宏
　
北
部
会
員

〇
佳
作
作
品

　「
安
全
を
　
誓
う
心
の
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」

大
場
　
兼
三
郎
　
南
部
会
員

　「
無
理
し
な
い
　
あ
わ
て
な
い
心
が

　
事
故
を
防
ぐ
！
」

森
本
　
　
訓
　
中
部
会
員

　「
侮
り
の
　
心
の
隙
間
に
　
事
故
潜
む
」

外
山
　
武
史
　
北
部
会
員

①事故内訳

傷害事故
17件

（74%）

賠償事故
6件

（26%）

男性
14人

（61%）

女性
9人

（39%）

②年齢別内訳

70～74歳
8人

（35%）

75歳以上
7人

（30%）

65～69歳
8人

（35%）

60～64歳
0人

（0%）

⑤賠償事故内訳 過去5年間の事故件数推移（件数）

（年度）2723

傷害事故

賠償事故

24 25

④傷害事故内訳

転倒
12件

（70%）

交通事故
1件

（6%）

熱中症
1件

（6%）

③男女別内訳

飛来・落下
1件

（6%）

無理な
動作
1件

（6%）

はさまれ
1件

（6%）

落下して
損壊
2件

（33%）

飛散させた
もので損壊

1件
（17%）

用具を
接触させて損壊

2件
（33%）

倒して損壊
1件

（17%）
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心臓マッサージの実践

除草講習会の様子

除草講習会の様子

★
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

◎
除
草
作
業
講
習
会

平
成
28
年
６
月
22
日（
水
）

場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
々
力

参
加
人
員
　
11
名

　
霧
雨
の
中
、
午
前
９
時
か
ら
２
時
間
半
、
指
導
会

員
３
名
に
除
草
作
業
希
望
会
員
、
所
長
、
担
当
職
員

が
参
加
し
、

老
人
ホ
ー
ム

を
囲
む
庭
園

を
会
場
に
除

草
講
習
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
は
３

班
に
分
か

れ
、
指
導
会

員
の
も
と
除

草
作
業
に
取

り
組
み
ま
し

た
。
雨
の
影

響
で
、
土
に

　
　
　
　
　（
旧
噴
水
）
前

申
込
締
切
　
平
成
28
年
９
月
16
日（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
熱
中
症
対
策
講
習
会平

成
28
年
６
月
22
日（
水
）

講
師
　
川
崎
市
高
津
消
防
署 

救
急
係
長 

近
藤 

茂
氏

参
加
人
員
　
13
名

　
中
部
事
務

所
、植
木
班
、

除
草
班
の
発

案
に
よ
り
熱

中
症
対
策
を

中
心
と
し
た

講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま

し
た
。
第
一

部
は
講
師
の

近
藤
氏
に
よ

る
熱
中
症
に

関
し
て
の
予

防
、
応
急
処

置
の
仕
方
等

の
講
義
、
そ

の
後
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

人
工
呼
吸
等
に
つ
い
て
実
践
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
部
は
実
際
に
熱
中
症
を
体
験
し
た
会
員
か

ら
体
験
談
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
麻
生
区
役
所
植
木
剪
定
作
業

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
総
勢
22
名
の
作
業
会
員

が
広
範
囲
の
敷
地
を
現
場
責
任
者
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
決
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
連
携
の

取
れ
た
作
業

を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

多
く
の
来
庁

者
が
い
る
中

で
の
作
業
で

あ
る
た
め
、

道
具
の
整
理

整
頓
や
パ
イ

ロ
ン
の
設
置

な
ど
安
全
作

業
に
対
す
る

意
識
の
高
さ

が
伺
え
ま
し

た
。
作
業
会
員
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
庁
舎
一
帯

す
っ
き
り
と
し
た
景
観
と
な
り
、
充
実
感
を
得
た
よ

う
で
し
た
。

作
業
会
員
の

皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し

た
。

　

◎
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
夏
の
暑
さ
と
共
に
こ
れ
か
ら
草
が
益
々
伸
び

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り
除
草
が
出

来
な
く
な
っ
た
方
や
共
働
き
で
除
草
す
る
時
間

の
無
い
ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客

様
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
北
部
事
務
所
で
は
、
９

月
中
に
除
草
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
是
非
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス

の

　会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、

こ
の
事
業

に
携
わ
る

会
員
を
募

集
し
て
い

ま
す
。
少

し
で
も
関

心
の
あ
る

方
は
、
事

務
所
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

重
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
会

員
が
一
丸
と

な
り
作
業
し

た
結
果
、
隠

れ
て
い
た
土

が
庭
木
を
引

き
立
て
る
庭

園
に
蘇
り
、

ホ
ー
ム
の
理

事
長
か
ら

「
お
陰
様
で

綺
麗
に
な
り

ま
し
た
」
と

感
謝
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
会
員
は
「
こ
の
講
習
会
で
は
知

ら
な
い
こ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
お
仕
事
に
生
か
し

た
い
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

★
市
内
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す「
市
内
統
一
美
化
活
動
」

に
参
加
し
ま
す
。
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
28
年
９
月
25
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
「
ル
フ
ロ
ン
」

「風鈴市」　髙野 裕昭 北部会員

「桜草とマーガレット」　小林 雅臣 南部会員

「植木の剪定」　榎本 佳泰 北部会員

現場の様子

現場の様子

★
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

会員のひろば

北
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（５）

◎
除
草
作
業
講
習
会

平
成
28
年
６
月
22
日（
水
）

場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
々
力

参
加
人
員
　
11
名

　
霧
雨
の
中
、
午
前
９
時
か
ら
２
時
間
半
、
指
導
会

員
３
名
に
除
草
作
業
希
望
会
員
、
所
長
、
担
当
職
員

が
参
加
し
、

老
人
ホ
ー
ム

を
囲
む
庭
園

を
会
場
に
除

草
講
習
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
は
３

班
に
分
か

れ
、
指
導
会

員
の
も
と
除

草
作
業
に
取

り
組
み
ま
し

た
。
雨
の
影

響
で
、
土
に

　
　
　
　
　（
旧
噴
水
）
前

申
込
締
切
　
平
成
28
年
９
月
16
日（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
熱
中
症
対
策
講
習
会平

成
28
年
６
月
22
日（
水
）

講
師
　
川
崎
市
高
津
消
防
署 

救
急
係
長 

近
藤 

茂
氏

参
加
人
員
　
13
名

　
中
部
事
務

所
、植
木
班
、

除
草
班
の
発

案
に
よ
り
熱

中
症
対
策
を

中
心
と
し
た

講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま

し
た
。
第
一

部
は
講
師
の

近
藤
氏
に
よ

る
熱
中
症
に

関
し
て
の
予

防
、
応
急
処

置
の
仕
方
等

の
講
義
、
そ

の
後
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

人
工
呼
吸
等
に
つ
い
て
実
践
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
部
は
実
際
に
熱
中
症
を
体
験
し
た
会
員
か

ら
体
験
談
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
麻
生
区
役
所
植
木
剪
定
作
業

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
総
勢
22
名
の
作
業
会
員

が
広
範
囲
の
敷
地
を
現
場
責
任
者
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
決
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
連
携
の

取
れ
た
作
業

を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

多
く
の
来
庁

者
が
い
る
中

で
の
作
業
で

あ
る
た
め
、

道
具
の
整
理

整
頓
や
パ
イ

ロ
ン
の
設
置

な
ど
安
全
作

業
に
対
す
る

意
識
の
高
さ

が
伺
え
ま
し

た
。
作
業
会
員
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
庁
舎
一
帯

す
っ
き
り
と
し
た
景
観
と
な
り
、
充
実
感
を
得
た
よ

う
で
し
た
。

作
業
会
員
の

皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し

た
。

　

◎
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
夏
の
暑
さ
と
共
に
こ
れ
か
ら
草
が
益
々
伸
び

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り
除
草
が
出

来
な
く
な
っ
た
方
や
共
働
き
で
除
草
す
る
時
間

の
無
い
ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客

様
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
北
部
事
務
所
で
は
、
９

月
中
に
除
草
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
是
非
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス

の

　会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、

こ
の
事
業

に
携
わ
る

会
員
を
募

集
し
て
い

ま
す
。
少

し
で
も
関

心
の
あ
る

方
は
、
事

務
所
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

重
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
会

員
が
一
丸
と

な
り
作
業
し

た
結
果
、
隠

れ
て
い
た
土

が
庭
木
を
引

き
立
て
る
庭

園
に
蘇
り
、

ホ
ー
ム
の
理

事
長
か
ら

「
お
陰
様
で

綺
麗
に
な
り

ま
し
た
」
と

感
謝
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
会
員
は
「
こ
の
講
習
会
で
は
知

ら
な
い
こ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
お
仕
事
に
生
か
し

た
い
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

★
市
内
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す「
市
内
統
一
美
化
活
動
」

に
参
加
し
ま
す
。
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
28
年
９
月
25
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
「
ル
フ
ロ
ン
」

◎
除
草
作
業
会
員
募
集

　
夏
の
暑
さ
と
共
に
こ
れ
か
ら
草
が
益
々
伸
び
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り
除
草
が
出
来
な

く
な
っ
た
方
や
共
働
き
で
除
草
す
る
時
間
の
無
い

ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増
え

て
お
り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
北
部
事
務
所
で
は
、
９
月
中
に
除
草
講

習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
体
力
に
自
信

が
あ
り
、
是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

　会
員
募
集
等

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、
こ
の

事
業
に
携
わ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
関
心
の
あ
る
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。



心臓マッサージの実践

除草講習会の様子

除草講習会の様子

★
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（４）

◎
除
草
作
業
講
習
会

平
成
28
年
６
月
22
日（
水
）

場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
々
力

参
加
人
員
　
11
名

　
霧
雨
の
中
、
午
前
９
時
か
ら
２
時
間
半
、
指
導
会

員
３
名
に
除
草
作
業
希
望
会
員
、
所
長
、
担
当
職
員

が
参
加
し
、

老
人
ホ
ー
ム

を
囲
む
庭
園

を
会
場
に
除

草
講
習
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
は
３

班
に
分
か

れ
、
指
導
会

員
の
も
と
除

草
作
業
に
取

り
組
み
ま
し

た
。
雨
の
影

響
で
、
土
に

　
　
　
　
　（
旧
噴
水
）
前

申
込
締
切
　
平
成
28
年
９
月
16
日（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
熱
中
症
対
策
講
習
会平

成
28
年
６
月
22
日（
水
）

講
師
　
川
崎
市
高
津
消
防
署 

救
急
係
長 

近
藤 

茂
氏

参
加
人
員
　
13
名

　
中
部
事
務

所
、植
木
班
、

除
草
班
の
発

案
に
よ
り
熱

中
症
対
策
を

中
心
と
し
た

講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま

し
た
。
第
一

部
は
講
師
の

近
藤
氏
に
よ

る
熱
中
症
に

関
し
て
の
予

防
、
応
急
処

置
の
仕
方
等

の
講
義
、
そ

の
後
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

人
工
呼
吸
等
に
つ
い
て
実
践
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
部
は
実
際
に
熱
中
症
を
体
験
し
た
会
員
か

ら
体
験
談
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
麻
生
区
役
所
植
木
剪
定
作
業

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
総
勢
22
名
の
作
業
会
員

が
広
範
囲
の
敷
地
を
現
場
責
任
者
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
決
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
連
携
の

取
れ
た
作
業

を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

多
く
の
来
庁

者
が
い
る
中

で
の
作
業
で

あ
る
た
め
、

道
具
の
整
理

整
頓
や
パ
イ

ロ
ン
の
設
置

な
ど
安
全
作

業
に
対
す
る

意
識
の
高
さ

が
伺
え
ま
し

た
。
作
業
会
員
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
庁
舎
一
帯

す
っ
き
り
と
し
た
景
観
と
な
り
、
充
実
感
を
得
た
よ

う
で
し
た
。

作
業
会
員
の

皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し

た
。

　

◎
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
夏
の
暑
さ
と
共
に
こ
れ
か
ら
草
が
益
々
伸
び

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り
除
草
が
出

来
な
く
な
っ
た
方
や
共
働
き
で
除
草
す
る
時
間

の
無
い
ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客

様
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
北
部
事
務
所
で
は
、
９

月
中
に
除
草
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
是
非
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス

の

　会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、

こ
の
事
業

に
携
わ
る

会
員
を
募

集
し
て
い

ま
す
。
少

し
で
も
関

心
の
あ
る

方
は
、
事

務
所
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

重
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
会

員
が
一
丸
と

な
り
作
業
し

た
結
果
、
隠

れ
て
い
た
土

が
庭
木
を
引

き
立
て
る
庭

園
に
蘇
り
、

ホ
ー
ム
の
理

事
長
か
ら

「
お
陰
様
で

綺
麗
に
な
り

ま
し
た
」
と

感
謝
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
会
員
は
「
こ
の
講
習
会
で
は
知

ら
な
い
こ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
お
仕
事
に
生
か
し

た
い
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

★
市
内
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す「
市
内
統
一
美
化
活
動
」

に
参
加
し
ま
す
。
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
28
年
９
月
25
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
「
ル
フ
ロ
ン
」

「風鈴市」　髙野 裕昭 北部会員

「桜草とマーガレット」　小林 雅臣 南部会員

「植木の剪定」　榎本 佳泰 北部会員

現場の様子

現場の様子

★
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

会員のひろば

北
部
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

（５）

◎
除
草
作
業
講
習
会

平
成
28
年
６
月
22
日（
水
）

場
所
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
々
力

参
加
人
員
　
11
名

　
霧
雨
の
中
、
午
前
９
時
か
ら
２
時
間
半
、
指
導
会

員
３
名
に
除
草
作
業
希
望
会
員
、
所
長
、
担
当
職
員

が
参
加
し
、

老
人
ホ
ー
ム

を
囲
む
庭
園

を
会
場
に
除

草
講
習
会
を

開
催
し
ま
し

た
。

　
会
員
は
３

班
に
分
か

れ
、
指
導
会

員
の
も
と
除

草
作
業
に
取

り
組
み
ま
し

た
。
雨
の
影

響
で
、
土
に

　
　
　
　
　（
旧
噴
水
）
前

申
込
締
切
　
平
成
28
年
９
月
16
日（
金
）

※
参
加
希
望
者
は
、
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
熱
中
症
対
策
講
習
会平

成
28
年
６
月
22
日（
水
）

講
師
　
川
崎
市
高
津
消
防
署 

救
急
係
長 

近
藤 

茂
氏

参
加
人
員
　
13
名

　
中
部
事
務

所
、植
木
班
、

除
草
班
の
発

案
に
よ
り
熱

中
症
対
策
を

中
心
と
し
た

講
習
会
を
開

催
い
た
し
ま

し
た
。
第
一

部
は
講
師
の

近
藤
氏
に
よ

る
熱
中
症
に

関
し
て
の
予

防
、
応
急
処

置
の
仕
方
等

の
講
義
、
そ

の
後
、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

人
工
呼
吸
等
に
つ
い
て
実
践
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
第
二
部
は
実
際
に
熱
中
症
を
体
験
し
た
会
員
か

ら
体
験
談
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
麻
生
区
役
所
植
木
剪
定
作
業

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
総
勢
22
名
の
作
業
会
員

が
広
範
囲
の
敷
地
を
現
場
責
任
者
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
決
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
連
携
の

取
れ
た
作
業

を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。

多
く
の
来
庁

者
が
い
る
中

で
の
作
業
で

あ
る
た
め
、

道
具
の
整
理

整
頓
や
パ
イ

ロ
ン
の
設
置

な
ど
安
全
作

業
に
対
す
る

意
識
の
高
さ

が
伺
え
ま
し

た
。
作
業
会
員
の
熱
心
な
作
業
に
よ
り
、
庁
舎
一
帯

す
っ
き
り
と
し
た
景
観
と
な
り
、
充
実
感
を
得
た
よ

う
で
し
た
。

作
業
会
員
の

皆
様
、
お
疲

れ
様
で
し

た
。

　

◎
除
草
作
業
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　
夏
の
暑
さ
と
共
に
こ
れ
か
ら
草
が
益
々
伸
び

る
時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り
除
草
が
出

来
な
く
な
っ
た
方
や
共
働
き
で
除
草
す
る
時
間

の
無
い
ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客

様
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
北
部
事
務
所
で
は
、
９

月
中
に
除
草
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
体
力
に
自
信
が
あ
り
、
是
非
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス

の

　会
員
募
集
等
に
つ
い
て

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、

こ
の
事
業

に
携
わ
る

会
員
を
募

集
し
て
い

ま
す
。
少

し
で
も
関

心
の
あ
る

方
は
、
事

務
所
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

重
さ
も
あ
り

ま
し
た
が
会

員
が
一
丸
と

な
り
作
業
し

た
結
果
、
隠

れ
て
い
た
土

が
庭
木
を
引

き
立
て
る
庭

園
に
蘇
り
、

ホ
ー
ム
の
理

事
長
か
ら

「
お
陰
様
で

綺
麗
に
な
り

ま
し
た
」
と

感
謝
の
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
し
た
会
員
は
「
こ
の
講
習
会
で
は
知

ら
な
い
こ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
お
仕
事
に
生
か
し

た
い
」
と
感
想
を
も
ら
し
て
い
ま
し
た
。

★
市
内
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　
市
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す「
市
内
統
一
美
化
活
動
」

に
参
加
し
ま
す
。
地
域
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
活
動
で
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
月
日
　
平
成
28
年
９
月
25
日（
日
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分

集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
東
口
「
ル
フ
ロ
ン
」

◎
除
草
作
業
会
員
募
集

　
夏
の
暑
さ
と
共
に
こ
れ
か
ら
草
が
益
々
伸
び
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
加
齢
に
よ
り
除
草
が
出
来
な

く
な
っ
た
方
や
共
働
き
で
除
草
す
る
時
間
の
無
い

ご
家
庭
な
ど
、
除
草
を
依
頼
す
る
お
客
様
が
増
え

て
お
り
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
北
部
事
務
所
で
は
、
９
月
中
に
除
草
講

習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
体
力
に
自
信

が
あ
り
、
是
非
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
方
は
、
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
家
事
援
助
・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

　会
員
募
集
等

　
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
家
事
援
助
・
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
依
頼
に
お
応
え
す
る
た
め
、
こ
の

事
業
に
携
わ
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
少
し

で
も
関
心
の
あ
る
方
は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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平
成
28
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

平
成
28
年
度
第
１
回 

定
時
理
事
会
・
定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会
の
開
催

事業実績前年度対比
平成27年度  決  算  概  要

（１）

　　定時評議員会

平成26年度

4,414人

2,191人

6,605人

2,482人

136,100千円

973,584千円

192,681千円

1,302,365千円

37.6%

平成27年度

3,681人

1,845人

5,526人

2,566人

139,281千円

1,028,478千円

197,777千円

1,365,536千円

46.4%

対前年度比

83.4%

84.2%

83.7%

103.4%

102.3%

105.6%

102.6%

104.9%

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益
葬祭場管理
労働者派遣事業等受託収益
基本財産運用益
特定資産運用益
受取会員登録手数料
受取補助金
受取寄付金
雑収益

経常収益計
事業費
管理費

経常費用計

固定資産売却益
経常外収益計

固定資産売却（除却）損
雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額
経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

決算額
1,365,535,850

162,232,840
1,228,534

54,131
42,409

627,000
70,665,448

0
19,852

1,600,406,064
1,560,651,475

36,911,650
1,597,563,125

2,842,939
0
0
0
0
0
0

2,842,939
198,681,308
201,524,247

（単位：円）
（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）

科　　　　　　目

　
平
成
28
年
度
第
１
回
定
時
理
事
会
が
５
月
31

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
５
件
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

①
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
事
業
報
告
の

附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て

②
平
成
27
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

③
評
議
員
選
定
委
員
会
外
部
委
員
（
補
欠
）

の
選
任
に
つ
い
て

④
評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

⑤
平
成
28
年
度
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び

場
所
並
び
に
目
的
で
あ
る
事
項
等
の
決
定

に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
定
時
評
議
員
会
及
び
平
成
28
年

度
第
１
回
臨
時
理
事
会
が
６
月
28
日
に
開
催
さ

れ
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
定
時
評
議
員
会
】

①
平
成
27
年
度
決
算
（
計
算
書
類
等
）
の
承

認
に
つ
い
て

　
②
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
第
１
回
臨
時
理
事
会
】

①
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

の
指
針
で
あ
る
５
年
間
の
「
第
２
期
基
本
計
画
」

の
１
年
目
で
あ
り
、
そ
の
新
た
な
基
本
計
画
を

も
と
に
作
成
し
た
「
平
成
27
年
度
実
施
計
画
」

を
効
率
的
、
効
果
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
会

員
と
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
な
事
業
展

開
に
努
め
た
結
果
、
契
約
金
額
は
前
年
度
に
比

べ
4.9
％
の
増
加
と
な
り
、
４
期
連
続
で
過
去
最

高
額
を
示
し
、
就
業
実
人
員
も
3.4
％
増
加
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
川
崎
市
の
指
定
管
理
者
と
し
て
２
年

目
と
な
る
葬
祭
場
運
営
事
業
を
実
施
し
、
南
部

斎
苑
と
大
規
模
改
修
工
事
中
の
北
部
斎
苑
の
円

滑
、
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
登
録
会
員
数
の
減
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
平
成
27
年
度
会
員
動
向
調
査
」
の
実
施
に
伴

う
退
会
者
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

事
業
報
告

充実した設備の多目的室

KIOSKの端末の説明をする浮穴会員

利用者に応対中の関会員

宮
前
地
区
会
館
を
訪
ね
て

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　今
回
は
宮
前
区
の
馬
絹
交
差
点
そ
ば
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
「
宮
前
地
区
会
館
」
で
働
く
中
部
事
務
所

の
会
員
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
宮
前
地
区
会
館
と
は

　
宮
前
区
の
障
が
い
者
福
祉
拠
点
施
設
と
宮
前
地
区
会
館

が
合
築
し
た
「
ま
じ
わ
ー
る
宮
前
」
内
の
１
階
に
あ
り
ま

す
。
従
来
の
場
所
か
ら
移
転
し
て
今
年
１
月
に
開
所
し
た

ば
か
り
の
新
し
い
施
設
で
す
。

　○
地
域
交
流
の
促
進

　○
文
化
教
養
の
向
上
を
目
指
す
活
動

　○
福
祉
の
促
進

な
ど
様
々
な
市
民
活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
会
館
に
は
会
議
室
が
３

室
、
多
目
的
室
１
室
、
和

室
１
室
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
利
用
申
込
は
火
曜
日

と
金
曜
日
の
10
時
か
ら
12

時
ま
で
。
非
営
利
で
活
動

す
る
団
体
や
個
人
に
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
数
は
１
月
は
千

人
程
度
で
し
た
が
４
月
は

三
千
人
近
く
ま
で
増
え
、

近
隣
住
民
の
方
々
に
施
設

の
存
在
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
会
館
の
業
務
は
宮
前
区
役
所
か
ら
の
依
頼
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
管
理
業
務
は
、
施
設
の
管
理
は
も
と
よ
り
、
会
館
の
備

品
（
ブ
ル
ー
レ
イ
・ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
・ 

Ｃ
Ｄ
ラ
ジ

カ
セ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・

ス
ク
リ
ー
ン
等
）
の
貸
出

（
無
料
）
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
会
館
に
は
、 

Ｋ
Ｉ

Ｏ
Ｓ
Ｋ （
川
崎
市
行
政
サ

ー
ビ
ス
端
末
）
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
住
民
票
や
印

鑑
証
明
、
謄
本
な
ど
の
取

得
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

●
ど
ん
な
お
仕
事
？
①
　施
設
管
理
業
務

　
会
員
の
浮
穴
（
う
け
な
）
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
仕
事
は
会
員
６
人
で
シ
フ
ト
を
組
ん
で
行
っ
て
い
ま

す
。
朝
８
時
か
ら
夜
の
９
時
半
ま
で
の
３
交
代
制
で
す
。

ス
ム
ー
ズ
に
業
務
を
行
え
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
皆
が
内
容
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
就
業
時
は
１
人
な
の
で
、
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

貸
出
備
品
の
故
障
も
度
々
あ
り
ま
す
し
、 

Ｋ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
利

用
者
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
と
大
変
で
す
が
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
お
仕
事
？
②
　受
付
業
務

　
会
員
の
関
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
週
２
回
あ
る
会
館
利
用
者
か
ら
の
利
用
申
込
時
の
受
付

を
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
会
話
す
る
事
が
楽
し
い
で
す
。
ま

た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
部
屋
か
ら
オ
カ
リ
ナ
や

民
謡
な
ど
が
聞
こ
え
て
く
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　
施
設
が
新
し
く
な
っ
て
利
用
で
き
る
部
屋
も
増
え
、
以

前
よ
り
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
宮
前
地
区
会
館
は
宮
崎
台
駅
か
ら
徒
歩
15
分
、
宮
前
平

駅
か
ら
は
バ
ス
利
用
で
や
や
不
便
な
場
所
に
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
は
確
実
に
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
取
材
時
も
関
会
員
の
仕

事
ぶ
り
を
見
て
、
利
用
者

の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
頑

張
り
も
会
館
利
用
者
増
加

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。
　

取
材
：
会
報
編
集
委
員

秋
山 

勝
行

配分金支払日のお知らせ

７月分

８月分

９月分

８月25日 ㈭

９月26日 ㈪

10月25日 ㈫

７月分から９月分の配分金支払日は
次のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）
に指定された口座へ支払います。

人 事 異 動

【退　　任】　（５月31日）
・次　長　　　山　崎　和　映
【新　　任】　（５月１日）
・南部事務所　足利谷　美奈子　
　　　　　　　（６月１日）
・中部事務所
　主　査　　　荒　金　　　剛
【異　　動】　（６月１日）
・次　長　　　福　井　和　彦
・南部事務所
　副所長　　　青　木　敏　之　
・経営課主査　近　藤　孝　夫


